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要旨 

研究目的：本研究では多彩な小児救急疾患の初期対応から安定化・高度医療、すなわち#8000 等の

電話相談、トリアージと緊急搬送、小児集中治療まで、シームレスに稼働しうる小児救急医療統

合情報システム網の構築のための基盤研究を行う。 

研究方法：今年度研究では、コアレジストリを複数の特定モデル地域の学際調査フィールドへ導

入し、さらに複数の既存レジストリとの連結を試験的に実施して両者の検証を実施することを調

整することとした。#8000 についてはその周知にかかる研究と、旧来の研究では得られていなかっ

た電話相談内容と診療のアウトカムを連結させた研究可能性を模索することとした。 

研究結果：昨年度研究成果をもとに、重篤小児患者にかかる学際的共有調査フィールドを定めた。

コアレジストリの項目と、共通登録病名、重症度・転帰項目を明確にした。レジストリ間の連携

については、日本集中治療医学会 ICU 患者データベース（JIPAD）を軸とする妥当性が昨年度研究

で示されコアレジストリに反映させた。#8000 関連研究については、電話相談後の医療施設におけ

るアウトカムデータとのリンクをする方法についても議論された。 

考察：重篤小児患者にかかる共有調査フィールド・登録病名・重症度・転帰項目を共有・統一す

ることで、現行の関連複数レジストリの活動を阻害することなく、その活性を維持しつつ将来的

な統合化の展望が開けた。さらに、本研究を進める中で、レジストリ入力をはじめとする様々な

事務作業にかかる医師の勤務状況の把握の必要性についても、気づきが得られた。特に、小児地

域支援病院などの比較的少ない医師により診療を維持している施設における、勤務状況への配慮

についても検討が必要な可能性がある。 

結論：重篤小児患者コアレジストリによる調査フィールド共有・入力項目の統一と他レジストリ

連携の促進、ならびに#8000 関連のアウトカムデータとの連結は、極めて有効な小児救急関連研究

インフラ整備方略であり、継続的に進めてゆく。 
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A. 研究目的 

本研究では多彩な小児救急疾患の初期対応

から安定化・高度医療、すなわち#8000 等の電

話相談、トリアージと緊急搬送、小児集中治療

まで、シームレスに稼働しうる小児救急医療統

合情報システム網の構築のための基盤研究を

行う。こうした有機的な情報ソースを用いるこ

とにより、小児救急医療体制の最適化、小児救

急疾患の予後改善と医療品質改善、最終的には、

地域で安心して子育てができるための社会環

境改善に還元することを目的としている。 

 多数展開している症例登録を統合するため

には、コアデータの共有が必要である（厚労科

研島津班）。また、データ収集から PDCA サイク

ルに載せるためには、適切な評価指標が必要で

あり、転帰（outcome）のみならず構造

（structure）と過程（process）も含み、転帰

には短期的転帰のみならず臓器機能や長期的

転帰も含めた多面的評価指標が求められる。 

本研究では、旧来の２次元的なデータ収集に

終わるのではなく、初期から高次までの時系列

を加味した３次元的、感染・災害との連携やビ

ッグデータ解析・予後予測等を含めた多次元的

レジストリを検討し、次世代の小児救急医療総

合情報システムに向けた萌芽的要素も包括し

つつ、適切な評価指標を前提としたデータ収集

から PDCA サイクルをもって地域小児救急医療

体制の continuous quality improvement（CQI）

へ繋げるための実践的研究とする。 

昨年度研究では、既存の小児救急関連レジス

トリの個別情報と特性を網羅的に調査し、レジ

ストリ項目を再整理した。将来的に統合する際

に適切なコア情報・インフラ・調査フィールド

等についての各論を検討した。その際、多面的

評価指標と学際的調査フィールドを重要視し

た。日本小児科学会、集中治療医学会、救急医

学会、臨床救急医学会、小児救急医学会の担当

委員会との調整を行った。また、小児外科他関

連診療科・看護師・救命救急士等の多職種連携、

災害時・感染パンデミック時の情報システムと

の連携についても検討を加えた。初年度プロダ

クトとして、既存の小児救急関連レジストリに

かかる調査項目リスト・研究可能課題・研究者

およびデータ等へのアクセスにかかるライブ

ラリを作成した。また、コア情報にかかるレジ

ストリ・アプリケーションの作成も開始し、既

存レジストリとの将来的連結・共有・提供につ

いても模索した。 

 

B. 研究方法 

コアレジストリを複数の特定モデル地域の

学際調査フィールドへ導入し、さらに複数の既

存レジストリとの連結を試験的に実施して両

者の検証を実施することを調整することとし

た。また、コアレジストリの普及により還元で

きる医療行政的課題についても整理して提供

する。 

#8000 についてはその周知にかかる研究と、

旧来の研究では得られていなかった電話相談

内容と診療のアウトカムを連結させた研究可

能性を模索することとし、ビッグデータ解析等

の可能性についても検討することとした。 

【平成 30年度】 

 コアレジストリの対象共通フィールドにつ

いては、昨年度研究のとおり日本小児科学会・

日本救急医学会・日本集中治療医学会の「結び」

の範疇となる。共通の疾病名と転帰指標につき

定め、コアレジストリへ反映することとする。 

【平成 31年度】 

最終年度研究としては、今年度中に開始され

るモデル地域のコアレジストリ導入検証をう

けて改修・最終化する。研究班の最大のプロダ

クトとしてフリーアクセス可能なコアレジス

トリとして提供し、全国展開まで進める。さら

に、コアレジストリと既存レジストリの突合・

統合手法を整理して提供する。 

#8000 についてはアウトカム指標について

明確化して検討を開始する計画ではあるが、そ
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の調査のためのインフラストラクチャ整備の

先行が必要となる可能性につき、今年度研究で

示唆される可能性がある。 

 

C. 研究結果 

昨年度研究成果をもとに、重篤小児患者にか

かる学際的共有調査フィールド（３学会関連施

設としての「結び」）を定めたのでプロダクト

として報告する。また、コアレジストリの項目

と、共通登録病名、重症度・転帰項目を明確に

し、入力システムとともにフリーアクセスで公

開する準備をした。最終化する前に、特定モデ

ル地域として北陸・中京の２地域を選定して導

入する準備を整えた。今年度末までに導入を完

了し、調査フィールドと調査項目の双方に検証

を入れて、来年度研究での最終化と全国展開へ

繋げる準備が整った。特に入力データの質的保

証と入力動機維持は重要な課題であり、班会議

でも十分に検討された。旧来一般的であった中

央管理ではなく地域管理とし、管理主体を重篤

小児集約拠点施設とすることで、両者を担保す

る計画とし、その実効性も含めてモデル地域で

検証を進めることとした。 

レジストリ間の連携については、日本集中治

療医学会 ICU 患者データベース（JIPAD）を軸

とする妥当性が昨年度研究で示され、コアレジ

ストリに反映させた。さらに、日本小児科学会

で検討が進められている重症急性呼吸器感染

症（SARI）サーベイランス（新興再興感染症小

委員会）と小児救急重篤疾患登録調査（小児救

急委員会）との整合性追求と入力インフラの共

有を検討してきた。入力作業の重複を排除し、

レジストリ間の病名齟齬や転帰齟齬により比

較検討を阻害する因子を最小限にする仕組み

の整備をおこなった。 

#8000 関連研究については、患者満足度調査

の反復による経年的評価に加え、旧来はされな

かった医療従事者側へも調査を入れる。電話相

談後の医療施設におけるアウトカムデータと

のリンクをする方法についても議論され、突合

研究のための検討をすすめた。東京都の特定地

域において、小児救急外来受診前の電話相談入

電比率について調査中である。 

 

D. 考察 

重篤小児患者にかかる共有調査フィールド・

登録病名・重症度・転帰項目を共有・統一する

ことで、現行の関連複数レジストリの活動を阻

害することなく、その活性を維持しつつ将来的

な統合化の展望が開けた。 

今後さらに、各論実務レベルでの検証を進め

て改善し、最終年度には、質的保証の方略提案

とともに最終プロダクトとして全国へ配布す

る準備がととのった。また、レジストリ間の連

携を進めることでの入力作業の効率化、データ

の有効活用など、本研究が果たしつつある役割

は大きいものと思われた。 

加えて、本研究を進める中で、レジストリ入

力をはじめとする様々な事務作業にかかる医

師の勤務状況の把握の必要性についても、気づ

きが得られた。特に、小児地域支援病院などの

比較的少ない医師により診療を維持している

施設における、勤務状況への配慮についても検

討が必要な可能性がある。 

#8000 研究についても、旧来の研究ではなか

ったアウトカムデータとのリンクが具体的に

検討されつつある。 

 

E. 結論 

重篤小児患者コアレジストリによる調査フ

ィールド共有・入力項目の統一と他レジストリ

連携の促進、ならびに#8000 関連のアウトカム

データとの連結は、極めて有効な小児救急関連

研究インフラ整備方略であり、継続的に進めて

ゆく。 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

1.論文発表 

 巻末一覧参照 

2.学会発表 

 巻末一覧参照 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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基ᮏ情報

 ᪋タ␒号   ⑓㝔名

㸺患⪅情報㸼必㡲

⏨ 女 年㱋  0-130の⠊囲でグ㍕  ᥎定年㱋の場合チェック

㸺᫬刻情報㸼(初⒪᫬にᩆ急㝲員に下グ᫬刻を☜ㄆし、一⮴させてください)必㡲

ぬ▱᫬刻(ᩆ急㝲) 2 0 1 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

⑓㝔収容᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

(ドクターカー・ドクターヘリの場合は、⑓㝔収容᫬刻はドクターカー・ドクターヘリ医師接ゐ᫬刻をグ㍕)

㸺㐺᱁つ‽(全体)㸼必㡲

1. ⑓㝔外でⓎ⏕した心停Ṇである  いいえ  はい

2. ᩆ急㝲により⸽⏕⾜Ⅽを実᪋され、⑓㝔へᦙ㏦された  いいえ  はい

3. 市Ẹ➼による㝖⣽動が実᪋され、⑓㝔へᦙ㏦された  いいえ  はい

4. ⑓㝔内での医師による⸽⏕処⨨の実᪋  いいえ  はい

㸺患⪅の不同意㸼

 なし  あり　患⪅や家᪘などから◊✲参加の不同意の⏦し出があった場合は、ありにチェック

⑓㝔到╔後グ㘓
㸺ドクターカー・ドクターヘリ出場㸼必㡲

 なし

 あり ⑓㝔᪋タ到╔᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

㸺⑓㝔収容後㸦ドクターカー・ドクターヘリ医師接ゐ後㸧の患⪅≧態㸼必㡲
●⑓㝔収容後㸦医師接ゐ後㸧の心拍再㛤　

 なし E㸯 V㸯 M㸯

 ⑓㝔収容後、心拍再㛤あり

 収容後㸦医師接ゐ後㸧の心拍再㛤᫬刻

2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

「心拍再㛤᫬」の意㆑≧態

E 　㸯㹼㸲 V 　㸯㹼㸳 M 　㸯㹼㸴

 ⑓㝔収容᫬㸦医師接ゐ᫬㸧、᪤に心拍再㛤

「᪤に心拍再㛤᫬」の意㆑≧態 E  㸯㹼㸲 V  㸯㹼㸳 M  㸯㹼㸴

●ᦙ㏦⑓㝔初⒪室到╔後㸦ドクターカー・ドクターヘリ医師接ゐ後㸧、᭱初に☜ㄆした心㟁図Ἴ形㸦心拍㸧必㡲

 心室⣽動(VF)  ↓⬦性心室㢖拍(pulselessVT)  ↓⬦性㟁Ẽά動(PEA)

 心㟼Ṇ(Asystole)  心拍あり  ⑕候性徐拍㸦17ṓ以下の場合㸧

●⑓㝔収容᫬もしくは医師接ゐ後᫬の 度 ( 度は　0.0㹼50.0　の⠊囲でグ㍕ください㸧

 ィ 不可  ィ 可⬟ . 　℃   ( 㰘⭷ ┤⭠ ⭤⬔ ⭆❐  その他 㸧

㸺コメント㸼

         ᨈͣ࣎ٳഥȬジストリၐ̊シȸト

※グ入例　０１２３４５６㧡㧢㧣
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Core2

2 0 1 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

㸺⑓㝔収容後処⨨㸼
●㝖⣽動 㸦⑓㝔収容後もしくは医師の接ゐ後㸧 必㡲

 なし  あり

●Ẽ⟶挿⟶ (⑓㝔収容後もしくは医師接ゐ後) 必㡲

 なし  あり 　ᩆ急ᩆ命士により挿⟶῭み

●体外循⎔἞⒪(ECLS/ECMO/PCPS)᪋⾜　必㡲

 なし  あり 㸦 体外循⎔἞⒪㛤始タイミング  初回ROSC前  初回ROSC後 㸧

   体外循⎔἞⒪ポンプ㛤始᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

●IABP᪋⾜ 必㡲

 なし  あり

●CAG᪋⾜　必㡲

 なし  あり 㸦冠動⬦の⊃✽・㛢塞所ぢ㸦75%以上㸧  なし  あり　㸧

●PCI᪋⾜　必㡲

 なし  あり 㸦  再℺ὶの᭷↓  再℺ὶあり  再℺ὶできず 㸧

　PCI再㑏ὶ᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

●἞⒪┠ⓗ体 ⟶⌮実᪋　※実᪋᭷↓は必㡲

 なし  あり

 冷却┠ᶆもしくは⥔持体   32℃  33℃  34℃  35℃  36℃

 体 ⟶⌮の㛤始᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

 体 ⟶⌮の┠ᶆ体 到㐩᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

 体 ⟶⌮の復 㛤始᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

 体 ⟶⌮の完㐙の᭷↓  完㐙  中᩿　　

  体 ⟶⌮の᪉ἲ㸦」ᩘ㑅択可㸧

 ⫶℺ὶ  なし  あり    体⾲冷却  なし  あり

 冷却㍺ᾮ㟼ὀ  なし  あり  ⾑⟶内冷却⿦⨨  なし  あり

 体外循⎔⇕交᥮器  なし  あり

 その他  なし  あり㸦 　㸧

㸺心停Ṇ中の⸆剤使⏝㸼
●アドレナリン ●アミオダロン ●ニフェカラント ●リドカイン

 なし  あり  なし  あり  なし  あり  なし  あり

●アトロピン ●マグネシウム ●バゾプレシン

 なし  あり  なし  あり  なし  あり

ぬ▱᫬刻
(ᩆ急㝲)

 ᪋タ␒号

※Ỉ循⎔式体⾲
   㺨㺽㺍㺢㺼㺚㺛㺡㺯を含む

 体 ⟶⌮の36度到㐩᫬刻
㸦┠ᶆや⥔持が34℃以下の場合㸧

         ᨈͣ࣎ٳഥȬジストリၐ̊シȸト
2 4 1 
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Core3

2 0 1 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

㸺⾑ᾮデータ㸼

採⾑᫬刻㸦⑓㝔収容᫬㸧※ 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

採⾑᫬刻㸦⑓㝔収容後ROSC᫬㸧 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

       ⑓㝔収容᫬採⾑※        ⑓㝔収容後ROSC᫬ 　※⑓㝔収容᫬すでにROSCが得られている場合は「⑓㝔収容᫬」にグ㍕

 PaCO2(mmHg) . . 　… 10.0㹼200.0 の⠊囲でグ㍕

 PaO2(mmHg) . . 　… 1.0㹼600.0 の⠊囲でグ㍕

 BE(mEq/l) . . 　… -40.0㹼30.0 の⠊囲でグ㍕

 pH . * . * 　… 1.00㹼9.00 の⠊囲でグ㍕

 Lac . . 　… 0.0㹼200.0 の⠊囲でグ㍕

 Glu(mg/dl) * * 　… 0㹼2000 の⠊囲でグ㍕

. . 　… 1.0㹼100.0 の⠊囲でグ㍕

㸺CPAに⮳った⌮⏤㸼必㡲

 心原性 (  急性冠⑕候⩌  それ以外の心⑌患  不᫂(᥎定心原性)  )

 㠀心原性 ※㠀心原性と≉定できない場合は㝖外デ᩿に基づく心原性とする。

 ⬻⾑⟶㞀害

 呼吸器⣔⑌患

 悪性⭘⒆

 外因㸦  交㏻事ᨾ  墜ⴠ/㌿ⴠ  ⦚㤳  ⁒Ỉ  ❅息  中ẘ  不᫂ )

 その他  SIDS㸦SIDSは0-17ṓの⑕例の場合のみが入力対処となります㸧

<心拍再㛤後の12ㄏ導心㟁図>必㡲

 ᮍ実᪋㸦心拍再㛤せずを含む㸧  実᪋   ( ST上᪼の᭷↓  あり  なし  )

㸺⑓㝔ᦙ入後の≧態㸼必㡲

 ICU/⑓Ჷ入㝔  外᮶処⨨室でṚ亡

⸽⏕努力中Ṇ᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

Ṛ亡☜ㄆ᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

㸺Ⓨ⑕㸯ヶ᭶⏕存㸦30᪥)後⏕存㸼必㡲

 なし  あり㸦  入㝔中  ⏕存㏥㝔　㸧

㸺Ⓨ⑕㸯ヶ᭶(30᪥)後⏕存のCPC㸼必㡲㸦18ṓ以上の⑕例の場合はこちらに入力して下さい㸧
(CPC㸸㸯Ⰻ好　㸰中➼度㞀害あるも⮬❧　㸱㧗度㞀害ありせ介助　㸲᳜≀≧態　㸳Ṛ亡又は⬻Ṛ)

㸯 㸰  㸱  㸲  㸳

㸺Ⓨ⑕㸯ヶ᭶㸦30᪥㸧後⏕存のPCPC㸼必㡲 㸦0-17ṓの⑕例の場合はこちらに入力して下さい㸧
(PCPC㸸㸯Ⰻ好　㸰㍍度㞀害あるも⮬❧　㸱中➼度㞀害ある一㒊せ介助　㸲㧗度㞀害ありせ介助　㸳᳜≀≧態　㸴Ṛ亡又は⬻Ṛ)

 㸯  㸰  㸱  㸲  㸳   㸴

 ᪋タ␒号

ぬ▱᫬刻
(ᩆ急㝲)

⾑ᾮガス

HCO3(mEq/l)

         ᨈͣ࣎ٳഥȬジストリၐ̊シȸト
2 4 2 
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Protocol1-1
ᨈͣ࣎ٳഥȬジストリ ᘉ෩ガスデȸタをɶ࣎としたプȭトコȸル

2 0 1 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

<17ṓ以下の場合グ㍕>

　小児⛉医が対応  あり  なし

<⑓㝔収容後ᥐ⨨>※Core2の㝖⣽動でありの場合

　㝖⣽動実᪋᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

　㝖⣽動実᪋回ᩘ 　(㸯回、㸰回、㸱回、㸲回、㸳回、㸴回、㸵回、㸶回、㸷回、㸯㸮回以上)

　挿⟶実᪋᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

<἞⒪┠ⓗ体 ⟶⌮>

　἞⒪┠ⓗ体 ⟶⌮の中᩿⌮⏤

合併⑕㸦㸯㐌㛫以内、」ᩘ回⟅可㸧  なし  あり

出⾑  なし  あり

低⾑圧  なし  あり

不ᩚ⬦  なし  あり

⾑⢾値上᪼  なし  あり

感ᰁ⑕  なし  あり

㟁ゎ㉁␗常  なし  あり

その他  なし  あり㸦 㸧

<心停Ṇ中の⸆剤使⏝>※Core2のアドレナリンありの場合

　アドレナリン投与㛤始᫬刻 2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

　アドレナリン⥲投与㔞  mg

<⾑ᾮデータ>

●⑓㝔収容᫬ ※⑓㝔収容᫬すでにROSCが得られている場合は「⑓㝔収容᫬にグ㍕」

. .

. . .

. . .

●⑓㝔収容後ROSC᫬

FiO2 . .

●入室᫬

2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

. . * .

. . .

. .

FiO2

Cr(mg/dl)

BE(mEq/l)

PaO2(mmHg)

採⾑᫬刻

FiO2

BUN(mg/dl)

K(mEq/l)

NH3(μg/dl)

Alb(g/dl)

SaO2(%)

 ᪋タ␒号

TP(g/dl)

Glu(mg/dl)

pH

SaO2(%)

PaCO2(mmHg)

SaO2(%)

ぬ▱᫬刻
(ᩆ急㝲)

※Core2の἞⒪┠ⓗ体 ⟶⌮
  の中᩿にチェックの場合

Lac

HCO3(mEq/l)

Na(mEq/l)

2 4 3 
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Protocol1-2
ᨈͣ࣎ٳഥȬジストリ ᘉ෩ガスデȸタをɶ࣎としたプȭトコȸル

2 0 1 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

●ROSC24᫬㛫後

2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

. . * .

. . .

. .

●初回PaO2　300mmHg┤前

2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

. .

. .

●初回PaO2　300mmHg以上

2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

. .

. .

●PaO2　300mmHg以上⥅⥆

2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

. .

. .

●PaO2　300mmHg以下

2 0 年 ᭶ ᪥ ᫬ 分

. .

. .

<心原性その他ヲ⣽>※Core3の心原性で「それ以外の心⑌患」にチェックの場合

<Ⓨ⑕90᪥後>

 Ⓨ⑕90᪥後⏕存  なし 　Ṛ亡年᭶᪥ 2 0 年 ᭶ ᪥

 あり 内ヂ㸦  入㝔中  ⏕存㏥㝔　㸧

 Ⓨ⑕90᪥後⏕存のCPC (1Ⰻ好　2中➼度㞀害あるも⮬❧　3㧗度㞀害ありせ介助　4᳜≀≧態　5Ṛ亡又は⬻Ṛ)

 㸯  㸰 㸱  㸲  㸳

 Ⓨ⑕90᪥後⏕存のPCPC㸦17ṓ以下の場合)(1Ⰻ好　2㍍度㞀害あるも⮬❧　3中➼度㞀害ある一㒊せ介助　4㧗度㞀害ありせ介助　5᳜≀≧態　6Ṛ亡又は⬻Ṛ)

 㸯  㸰  㸱  㸲  㸳   㸴

採⾑᫬刻

採⾑᫬刻

採⾑᫬刻

採⾑᫬刻

FiO2 pH

PaCO2(mmHg)FiO2

pH

PaCO2(mmHg)

pH

pH

pH

FiO2

採⾑᫬刻

FiO2

 ᪋タ␒号

ぬ▱᫬刻
(ᩆ急㝲)

FiO2

LacBE(mEq/l)

PaO2(mmHg) HCO3(mEq/l)

PaCO2(mmHg)

SaO2(%)

Glu(mg/dl)

PaO2(mmHg)

PaO2(mmHg)

PaO2(mmHg)

PaCO2(mmHg)

PaO2(mmHg)

PaCO2(mmHg)

2 4 4 
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͗���aiu��͘ãȠɗ�x����`�1981ŧ: 155-184P< Safar P.< 178��h<˅

8.6ʤˁ˂Ż<ˀȫǾ�L�  

 

������
����
������������	��

� PCPC1͡ǬŤ�ŧ͔:ƅ*/ǧʡ���͢ŚŉïřÙ<Ƀ̐7)5̓ŵ͢Śŉŧ͔

<řÙ=�ʷ`�i:Ĉø� 

 ƸȫÙ͡ǬŤ�ǀL�9əɻŉɆȴŤ9) 

� PCPC2͡˶Ūʤ̶ő�ŧ͔:ƅ*/���<°Ȅ Ďʡ͢ɬȩĎʡ9˶�əɻȷƉ

6ƽŤǧʡ:Ư̶9)�͗ Ä͡ʿñ:KNɬȩ Ďʡ9ɃÁƇȷƉ͘͢ Śŉï<řÙ

　mPCPC2a

mPCPC1
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6˶Ū<Ƀ̐<̋O �NʓH�N �ƽŤȫȃɃ̐Ơǥ< 75͖¸ :��5�10

~�k�oV�ÐQ ĢN�͢ Śŉŧ͔<řÙ=̄Ťŉǘ:̄� �ŉŧ=ŧ͔:ŕ

)łŵ69���ˣɒ̶ő</G:Ǭˎ<ŉŧQʽɧ+N� 

 ƸȫÙ͡˶Ūʤ̶ő�˶Ū<əɻŉɆȴŤ͢ɬȩĎʡ9˶�əɻȷƉ6ƽŤǧ

ʡ:Ư̶9)͗Ä͡ʿñ:KNɬȩ Ďʡ9ɃÁƇȷƉ͘ 

� PCPC3͡¥ɨŪʤ̶ő�ŧ͔Ɍƅ<ǧʡ¸¡͢ɬȩ¢ʡ9əɻȷƉ6ȃý Ĺ!#

ì̬(ON͢ŚŉïřÙ<ƽŤȫȃɃ̐Ơǥ7(ONȃý<C7R8 �10~�k

�oV�Ð¸¡6�N͢Śŉŧ͔<řÙ=ƽŤȫȃ:��5ȃýĎʡ6�N �ˣ

ɒɆĤ̻(D/=ŉʑ̶ő</G:Ȣéŉɶ:Ĉø� 

 ƸȫÙ͡¥ɨŪʤ̶ő�ɬȩ¢ʡ<əɻȷƉ͗Ä͡ȪĳA<ĉƅ:üǒ �N

K�9ʿñƗ£:̪PL,˱'NƆ9ɃÁ͘ 

� PCPC4̝͡Ūʤ̶ő�ŚŉïřÙ<ȃýD/=ƽŤȫȃ<Ơǥ= 10 ~�k�oV

�Ð¸¡6�ƽŤȫȃ:��5ȃý+N̵�řÙ=̎ô:´ʓ:Åň͢Śŉŧ͔<

řÙ=̄ŉ¢Ďʡ9C8<̶őQH3͢Śŉŧ͔<řÙ=�ƽŤȫȃ:��5ȃý

+N̵�̎ ô:´ʓ:Åň͢Śŉï�Śŉŧ͔<¤řÙ:ˍLONȴŤ9ý!:=�

ȻE:ŕ+NțɊɆ9ĉƅ�̮ɇ˰ĉƅ�̮ʤĉƅQēF� 

 ƸȫÙ̝͡Ūʤ̶ő�ǀL�:̝Ū<əɻ̶ő͡ȴŤ9ý!:=�ȻE:ŕ+

NțɊɆ9ĉƅ�̮ɇ˰ĉƅ�̮ʤĉƅQēF� 

� PCPC5͡ǁɑD/=ǟȡȣƎ�ǁɑ͢ƌ˫ 9� 

 ƸȫÙ͡ǁɑD/=ǟȡȣƎ�ǁɑ͢ƌ˫ 9� 

� PCPC͠͡ʤǰ 

 ƸȫÙ͡ʤǰ 

 

mPCPC2b

mPCPC3

mPCPC4
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Jkq`�

Jk8W���
��xKCZ�

 
ȸ̭ƺ˚Ý͗Ṷ́Āĭ�ȸ̭Iȸ̭ė˺:̷Ƥ+Nǭ˃Āĭ͘6ƃʛˀȫQČ%/ �� Ǯ¸¡<Û

5<Ɖʓ͙��˙Ĝʓ�ior��

/0)�řÙȸ̭�N�=ʃĐȸ̭řÙɛ6�Z��Tr�(O5�N �� Ǯ¸ <ȹÄ ˀȫ<ŕ˭792

/İĐ=�.<ȹÄQēF�

̓ƅĮȐ͡�

� ƃʛˀȫQČ%/̵<ǃŧ͔ �� Ǯ¸¡<H<�D/=ďƺ˚<řÙɛ6�Z��(O5�

N �� Ǯ¸ <ȹÄHēF�

� ȸ̭ƺ˚Ý<Ɖʓ�˙Ĝʓ�ior�Qŕ˭7)�¸¡<�,O�<ĮȐQȏ/+�

� ʢƚ 9��D/=ʢƚ=�N ɺʈȗȄ ¢Ăä9/G��ʠ͌Ĩ˾͙�D/=ƃŐɸý�

țʢƇƃŐ͆ƚ:ŕ+N̮ɸý�:KNƃʛˀȫ Ŏƺ(O/�

� ̭ÝƃÑǫ7)5�ȸ̭Ûĭ͗Ä͡�ʷȸǞɨ͘D/=ď̙̦͗Ä͡ICU�ƲƆķǎ�ƕ

˄Ő�äŅŐɨ͘6ƲƆior�:KMƅɪ(O/�

͙�Ƅ,)HṶ́Ɖʓ6�NƄˌ=9��

͙�ʢƚ=�N ɺʈȗȄ ¢Ăä6ʠ͌Ĩ˾QƄˌ7+NƉʓÄ͡żʢ6ƁȪ¢Û<�NřÙ 

�

CPA �{DCZ�

¸¡<ˀȫ¬Ä=̮ķ+N� 

� ȸ̭ƺ˚ķ6˱'2/¬Ä6�ƺ˚A<͜ƺ˚�L<Ʃ́¥QēF� 

�EDëɐï: CPAŋō 

�CPAˀȫ̃¥6ëɐŻ ED6Hɿʀ 

�ëɐŻ ED6 CPAˀȫQÞ̨)/ �ƁȪÞ̨͗ROC͘*320ä<Ɵʀ̐Ƒï 

� ¬Ä ȸ̭ƺ˚Ý6˱'M�ƺ˚Ý<ɧ�âʊʓ:KMâʊ ˃9PO/ �EMSʖě͗Ä͡

Ȇ̫ĵ�ƲƆāɀĵ�ƲƆ̲ě͘:˵́ŻHˀȫ˄ ɿʀ(O/İĐ 

� ʠ͌Ĩ˾D/=̮ɸýQƄˌ7)9�¬Ä 

� đǉī�̾đǉī̼ǷɆ̮ɸýQƄˌ7+Nʢƚ6�ʠ͌Ĩ˾D/= VF͜țʢƇ VT :ŕ+

N̮ɸýQƄˌ7)9�¬Ä 

� VF͜țʢƇ VT6�ICD̮ɸý Ƒ÷)�ʠ͌Ĩ˾D/=¿ķů̮ɸýQƄˌ7)9�¬Ä 

� Chemical code͡¬ÄɃȫ¥:ʠ͌Ĩ˾D/=̮ɸýQŎƺ-,�ʿñƗ£<EQ˛œ+NĶ

Ǆ DNAR<ȣƎ 
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� ʤǰɕōŻ:ȫ*/¬Ä 

 
*3̭ķɃȹ<¬Ä=�Ɖʓ<ƃƚÞ̨Ż 20äQ˲�ND6=�ɹª�7E9(9��Ä�>�Ɖ

ʓ EDëɐ 5äï:ŋō)�EDëɐ 7äŻ:Þ? CPAˀȫ Ƅˌ792/İĐ=�ăĢ<Ɵ

ʀ¬Ä7ʒ��̮ķ+N�)�)�ƃƚÞ̨Ż 20äQɻ̎)/Ż�Ű!ʀ! CPA¬Ä ED6

˱'2/İĐ:=�.<¬Ä=ēDON� 

 

��
 27h0�Ej�

ˀȫ¬Äɹª=¸¡<İĐ͡  

ƁȪÞ̨͗ROC͘ 20äQ˲�5Ɵʀ)�Ǆ9Nʠ͌Ĩ˾<Ƅˌ 9�� 

͗��i��\��D/=ƃʛ}V~i͜¿ķCPR<ŘÚ:KMʠ͌Ĩ˾Q¥ǫ)/İĐHēF  ͘

  
D/=  

ˀȫ¬Ä ɹª)�Ɖʓ<ǰ¯ Ė&LO/İĐ͗­ǪƲęâʊ͗ALS͘:ŕ)5ĉƅ 9��

āŉɆȩȮ�¬ïƠɖ�Œƻ�L<¥ǫ �͘ 

 
*420äQ˲�N ROCŻ:˱'2/¬Ä=Û5Ƹ)�¬Ä6�N� 

 

��� Jk8W���
�<�^Y�

Ɖʓ= 
	� ̀ŐŻ< 	�� �ͣ�

� =� 

� ��� 

 
�=��<İĐ=�²Ģ< CPA ¬Ä:×ɦ1�Ɖʓ ICU Q̀ŐŻ�ICU 6=9�˚

Ó:Ú2/ƽǂQÚö�  

*Ȁ˘͡ICU:≠¥ǻɀĀĭÛ5QēF͗Ä͡ICU�CCU�NICU�PICUɨ �͘ 

 
Ɖʓ=͐̚˓ŔŐ͗��	�̀͘ŐŻ �� ǂ̩¸Ý< 	�� �ͣ  

� =� 

� ��� 

 
Ɖʓ=ƲƆķǎČ˜͗ȑĩ͘Ż �� ǂ̩¸Ý< 	�� �ͣ�

� =� 
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¬Ñ/Ěų 
 

őŕǦ��(*9\H]O�)���: 
£ Ʒŵ·Ǌê  

(�Ǧ\Dc~XĉąŜĊ/-�¡* PaO2 <60 mmHg in 
FIO2 >0.6)  

£ �èđĒ  
(�ǦIR : MRI) 

£ ĜłǊê  
(�ǦĎĉƅŜĊ/-�¡* PaCO2 > 50 mmHg )  

£ ǖÑ/ōÇÆ:ǆƇ  
£ �łƱǀ× 
£ ưĜłŠŅ  

(�ǦǔƋ¦Ó�Ʈŝ	ƅǝƍÓ )  
£ łƱņň 
£ ŬŸŲŜĊ  

(�ǦĲÜÆłÓ > -20 cm H2O; ƅŇƺ < 12 – 15 ml/kg)  
£ źĈƌ±Ĕ�     
£ ĄŒ¶č/�æè (�ǦTu]O	 CPR) 
£ łƱǄă»î/ĺá  

(�ǦÈÍ	 ÎÄ)   
£ "/�: 

 

 
NEAR4KIDS ^~Z¼ǋƏ 

 

Fk|_ČÕ                                                                                                                            Fk|_řÁ: _______ 
 

ĊƀČÕ 
 
ī�: ______________    ĊƀFaTsx: ____________ 

 

Įǂ: ______________    ĊƀüǠ: _____Ŀ  _______}ĳ 

 

ÖĐ: PICU/HCU/ER                � � � � Ċƀ�ƹ(kg): ____________ 

 

łƱưŰ/ÑĤ: ___________                                        Ċƀĉ­:    ŗ    à 

 

hJ~pƗƥƀ: ____________________________________  PHS řÁ:_____________   

 

Ěųƀ:  _____________________________________   PHS řÁ: _____________ 

 
 

 
 
 

 
  

\t~i/¢?ı� 
 
¢?ı�ħŅ: 
¢?ı�¯: £ Ÿ¾ £ Ÿǟ £ łų«ǁ 
¢?ı�Ă: £ Ÿ¾ £ Ÿǟ £ łų«ǁ  
¢?ı�őŕ:  

£ �è�) 
£ ¯Ñ/ĚųĂ	 �. (x~\|/ł«\t~i�
Ĝ0ǆÚ) 

 
őŕǦ��(*9\H]O�)���: 
£ \t~i�Ŷ �$  
£ \t~i�Ý �$ 
£ Lh�\t~i3/Ùİ 
£ Lh-�\t~i3/Ùİ 
£ \t~i/ǀ×:ŪĞ 
£ ;=æè�$łƱųő/$8 
£©ſ/$8 (�ǦłųĢƽ	-,)  
£ "/�:  

Ʋć 

ǝý-łƱųő/�łƱFk|_� 0ǝý-łƱū��ĆƑ+-'$�ƭ/ªķ�A� ��
ǝý-łƱųő/�łƱưŰ�0łƱū� >�(/ħŅ+ǡ¯Ĕƌ+ï¢ƌAÅ8$Ǣƌ±A� 
"?#?/ưŰ0ǥ��

>�0²Ĥ�.;>�Ñ�>�0ƐĤÑ/�łƱĠ��AÅ7
 
�łƱĠ��0ºÑ/łƱū�đĒ*�>ǡ��1łųĚų	��� Ě¢Ǣ
��1Ìǔƽǡ�>�0 ����-,/łƱŔ¥/¾	

�>�0ǟ3/Ě¢.â5=	"/Ŕ¥�>�0 ���	\t~i�ĕ�?>5**�>
�
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Ěų/ǂ.òÂ@!$ƃÉ (��(*9\H]O�)���): 
 
 

 
ÒǌłƱ/ƙ�  ("?#?/ǒŤ*	,&<��(.%��A��)���): 
1.  �Ñ/łƱưŰ�ŷ� >� �¯.
/� Ă*
� ƙ��$ ¯. Ă* 

2. ÒǌłƱ/ĪāA�')�$� 0� ��� 

3.  ��->Űý/ǕƴƮô®ǅ�>�0Ĺý/¯ó®ǅ(Maximal with or without sedation/paralytics) 
 (�ǦLv~A��$Ú�Ċƀ) 

0� ��� 

4. ĲÜǁ¾ú –  Ċƀ/ Ę���/ľ/ǂ.�Ķ¢>� 0 – 2 ³ 3 
5.  Thyromental space – Ċƀ/Ę��+��+ŖŐƣǜ/ǂ.�Ķ¢>� 0 - 2 ³ 3 
6.  �łƱǀ×/Đƒ:	Øƿ/ūƜ.�$')/Ɩ°åŢǊê��'$�(éǉ.ƒ>¯/�ƔŢƙ�) 0� ��� 

7. ǘǏĽ�/šƄ�£��'$� 0� ��� 

8. ÒǌłƱAŚ@!>��4�/Đƒ��'$� 0� ��� 

�0�
/ÖÂ0	¥�Ţ.: 
 
 
 

ƌ±: 
£��Ŕ (ƌ±A�Ŕ�-�'$ÖÂ0	Ðƕ.\H]O�)Ļ/ǒŤ.ƮB*�%��) 
¯Ĕƌ/Ŕƺ ŲþŽƌ/Ŕƺ ï¢ƌ/Ŕƺ 
[                        ] mgD_zg| [                             ] mg zOzaGp [                              ] mg jzmhJ~x 

[                        ] mcg hH|Zax [                             ] mg SOTaxRw| [                              ] mg QZo| 

[                        ] mg w`LF| [                             ] mg kOzaGp [                              ] mg o[Yvp 

[                        ] mg kOzaGp [                             ] mg e|OzaGp [                              ] mg \Kl|Z~x 

"/�: "/�: � "/�: 
ħŅ (�(%�ƳB*���)�  Ħ��ħŅ/ Ʊ¥AŔ�$ÖÂ0	Ħ��ưŰ+�)��� ( Ħ��ŭA�')���): 
 Ÿ¾ – ǇÓĜł (PPV)AŔ�$ĈƬï¢ (ƼǍ±+Ųþ

Ž±AÃĮĔ�) 
 Ÿǟ (Ÿ¾-�) – ƌ±-� 

 Ÿ¾ – PPVAŔ�-�ĈƬï¢  Ÿǟ (Ÿ¾-�) – ñĐǞƶ�ƼǍ±/6 
 Ÿ¾ – ƫùï¢ (ï¢ƌĔ�, PPV, ŲþŽ/Ǔ*�Ŕ)  Ÿǟ (Ÿ¾-�) – ç£ƼǍ+ŲþŽ± (�Ǧ CICU) 
 Ÿ¾ – ƼǍ±/6*ŲþŽ-�  ÚŮŢ – ŖŐƦŐǐ÷«ǁ 
 Ÿ¾ – ƌ±-�  łų«ǁã�< ǣĦ��9/�¿�9/�Ɨƥ 
 Ÿ¾ – ƓƸŐč*	 ñĐǞƶ*  "/�(Ɨƥ�)�%��): 

 
  

  �Ñ/łƱưŰ*ƚ6$¦ì  1 2 3 4 5 6 7 8 
Ěų�$ƀ (VZ]h, yU^|_, -,)         

Ů (ICU, ƁǟŮ, ÚŮ, -,)         
¹ĂüĤ         
łų\t~i (or LMA) SFW         

łų\t~iűǚ :Lh�/Lh-�/ �
ĭ 

        

�/łƱĠ�/ť¯/ĚųĠ�*ƦŐƣ

ǜÓƨ/ÚÌǔđĒ0Ǝ@?$� 

        

Ěų�	ƦŐƣǜÓƨ/ÚÌǔđĒ0Ǝ
@?$� 

        

Ěų0ď´�$�:   0� / ���         

d]PnVOĜł0ǌ��'$�  (�(%��A��)���)           � 0�  /  ���/ Ʋć-� (d]PnVOĜłĵĨƎ) 

\Dc~XĉąŜĊ ��'$�(À�õTs|_)  (,&<�.�A��)���)          0�  /  ��� 

£ Ęï¸    £ ǋ�ŃŠŮyU^|_� £ ŻÂƘŠƴyU^|_ £ CE/ME £ ŦƠö (2 or more)   

łƱưŰ/ČÕ                                                                                                                       Fk|_řÁ: _____       łƱưŰřÁ: ________ 

COURSE  INFORMATION                                                                                                                       Encounter #: ________         Course #: ________ 
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Ʊ¥ (�(%�\H]O�)���)�  Ħ��ħŅ/ Ʊ¥AŔ�$ÖÂ0	Ħ��łƱưŰ+�)��� 
 Ìǔƽ  f^K-�/ǂěÌǔƽ (�ǦID_v]O) 
 vw|UDxnVO(LMA)/6   å-ƣĉhCFd~ 
 LMAAŔ�)Ěų  łų«ǁã�</łų\t~iĚ¢ 
 f^KÌǔƽ – MF`-� (�Ǧ PvF`VR~j)  ÚŮŢłƱū� –Ÿţ/ŖŐƦŐǐ÷«ǁ Ɨƥ�)���: 
 f^KÌǔƽ– MF`(� (�Ǧ IDGHFVR~j)   
 "/� (Ɨƥ�)�%��):   

 
łųĚųūƜ [ÿ)05>£).\H]O�)���] 
 Ʋ«.íůĉ.ƆƵ�ė� >  Çł CO2 – ŁƊŅ  
 Ʋ«-ÇÆǑAƂ½ > ( ƂƘ )  Çł CO2 – LjcPvhE~ 
 łų\t~i¦.ŊłAūƜ >  Ɔƴ Xż¨ŧ  
 §ý	Ìǔƽ*ūƜ  "/�: 
 
 
 
 
 
 
Ěų/ǉ/ØƿĐƒ [�(%�\H]O�)���]: 
 I = Ø÷£��ƒ�>    IV = ÌǔƋ�ƒ�-� 
 II =Ø÷/�ƴ�ƒ�>    V =  ǎƲŔ (�ǦivF|`*/Ÿǟ) 
 III = ÌǔƋ/6�ƒ�>   
 
łųĚųǃƭ�ơ (ÿ)05>9/£).\H]O�)���: łƱĠ�řÁAƗ¢�)���): 

 
dFZxSF|/raZw|P (raZ/Ɨƻ*ūƜ�)���): 
exVKNTq_w

~ (%): 
łƱưŰ/ť¯/Ĳǝ�ǡ�	Ʒŵ·ťĂǢ��

 
�ĮŢ*�')9łƱưŰ/ǂ/ 
 Ĳ�� 
  

łƱưŰ/Źĸ: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 �ơ łƱĠ� #  �ơ łƱĠ� # 

 
-��

  ǟªƍ   

 ą�ļ – Ċƀŀ�   ľŏ:¾Ê/Ğ�  
 ą�ļ – Ċƀœä   ÌǔŞġ  
 �łųĢ3/Ěų   ċĉǝŎ  
 ǛƱĚų	 �.ł��$   ƝĔƌ  
 ǛƱĚų	Ư?)ł��$   łƆ / žǈłƈ  
 ÎÄ�	ƝÏ�$   łƱĞ�  
 ÎÄ�$�	ƝÏ�-�'$   �ĥƇ (<60/min��/ǆƇ9Å7)  

 �ƍÓ*�¢AƑ�$ (Ƨŉ/ĬÓ±)   
śş/Ɖß/$8	Ʃµ*ƌ±�ĆƑ.-= 
"/$8. Ěų�Ư?$ 

 

 ǝƍÓ*ŃŠAƑ�$   "/�: ________________  

łųĚų/ǝýłƱųő�ď´�$�:    0�  /  ��� 

łƱưŰ�Þģ�$ÖÂ0	ŴŌ.ƞĭA�Ǚ��5 :                                                                                                         
 £ Ø÷�ƒ�-�'$ 
 £ ĄŒ¶č��æè%'$ 
 £ łų¦.Řſ*�-�'$ 
 £ "/� (ƞĭ�)�%��): 
 

% 

łƱưŰ/ČÕ                                                                                                                       Fk|_ řÁ: ______        łƱưŰřÁ: ____ 

COURSE  INFORMATION                                                                                                                       Encounter #: ________         Course #: ________ 

% 
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Ƥø: 
 PICU/HCU.+,5'$    PICU3ğƪ 

 ŀ� – łƱųő/Þģ/$8    "/� (Ɨƥ�)���):�

 ŀ� – "/4�/őŕ*   
 
"/�Rq|_ (�ǦǝŔƺkOzaGp/�Ŕ:	�Ŕƌ±/ƳĖ) ƞĭ�)�%��: 

 
 
 

 
 
 
�Ñ/Fk|_/ƙ�: 
(ƙ�Aç��$ħ0	"?#?.�A��)��� – ƙ� >/0	�Ɨ.ę�$ħ�/6*�Ǚ��5 ) 
 
1. öƾǤR~^Eb~Z~ 
2. VZ]h 
3. ǋ�ŃŠŮyU^|_�
���ŻÂƘŠƴyU^|_ 
 

		 1=ǎù.ċ�, 4=ûÔ, 7=ŵį<�� 

1. \~p{~O =    1  2  3  4  5  6  7 

2. RotaQ~Tu| =     1  2  3  4  5  6  7      

3. Őńēĝ =     1  2  3  4  5  6  7      

4. Ā³+Ƣ��ĭŨ%'$� =     1  2  3  4  5  6  7      

5. ũƟ/¤Ĵ =     1  2  3  4  5  6  7 
		 1=V_yV�Û�, 4=2(�, 7=V_yV�ð-� 

6.\~pq|d~/V_yV =     1  2  3  4  5  6  7      
 
��/ǒŤ.ËǗ��'$�  
 

ëĩ0ĚųÖǏ.�$�� � 0�Ǥ����

  
 

łƱưŰ/ČÕ                                                                                                                       Fk|_řÁ: ________         ưŰřÁ: ________ 

a)  raZw|P: 0� / ��� ƛŶ: 
  

 
  

b)  ƌ±/ŋ�+Ĕ�: 0� /��� ƛŶ: 

  
  

c)  ĚųƱ¥/ŋ�: 0� /��� ƛŶ: 
  

 
  

d)  �.��ËǗ��'$� 0� / ��� ƛŶ: 
		     

 

so 
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日本外傷データバンク患者登録フォーマット    施設名                 
（網掛けはオプション項目です。可能な限りご記入ください。） 

患者基本情報 

患者氏名:                   患者 ID:        年齢:   （月齢   ）   性別： □男  □女 

病院到着日: 20  年  月  日  

受傷日時：20    年    月    日    時    分  □推定  □不明  

外傷原因：□ 不慮の事故 □ 自損（自殺企図）□ 傷害 □ 労災 □ 他 □ 不明   

外傷分類 :□ 未入力    □ 鈍的    □ 鋭的    □ 熱傷    □ 他   □  不明  

受傷機転: 

･鈍的外傷の場合 

交通事故：□四輪車両運転者  □四輪車助手席同乗  □四輪車後部座席同乗 □自動二輪車運転者 

□自動二輪車同乗者  □自転車走行中  □歩行者  □その他の車両乗車中  

墜落、転落：□墜落（高所から）□転落（階段等）□転倒  

機械による外傷 ： □回転体機械  □プレス機  □その他 

落下物、爆発物等 ： □落下物、□飛来物  □爆発    

挟圧  ： □重量物による挟圧  □家屋倒壊、□土砂崩れ等 

鉄道関連  ： □電車に轢過、接触等  

その他  ： □スポーツ中の事故 □その他の機転による鈍的損傷  

･鋭的外傷の場合 

□刺創、□切創  □銃創 □杙創（刺杭創） □その他の機転による鋭的損傷  

･熱傷の場合 

□火炎  □熱湯   □爆発  □化学物質  □その他  

病院前情報 

搬送経路     □現場から直接救急搬送 □医療機関から転送 □救急車以外で □他 □不明   

搬送方法     □救急車 □ドクターカー □ 自家用車 □ヘリ □独歩 □他 □不明   

消防機関名                       

覚知日時:  20   年   月   日   時   分□推測□不明 

到着日時:  20   年   月   日   時   分□推測□不明   

傷病者接触日時: 20   年   月   日   時   分□推測□不明 

現発日時:  20   年   月   日   時   分□推測□不明   

病院着日時:  20   年   月   日   時   分□推測□不明 

救急救命士同乗:□あり□なし□不明  搬送時間     分 

病院前処置  □酸素吸入 □頚椎カラー  □バックボード  □ショックパンツ □副子  □人工呼
吸  □胸骨圧迫  □エアウェイ挿入 □気道確保  □除細動  □静脈路確保  □施行
せず □他  □不明  

救急隊到着時の所見  

収縮期血圧   mmHg □未入力(記載)□測定不能□測定せず不明   

拡張期血圧   mmHg□未入力(記載)□測定不能□測定せず不明   

脈拍数   /分 □未入力□測定不能□測定せず不明 

呼吸数   /分  □未入力□測定不能□測定せず不明   
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現場 JCS      □不明 

現場 GCS: E    □不明 V   □不明M   □不明    合計   (自動計算)   

転送情報（転送の場合）  

初期消防機関名                          

転送元病院分類 ： □一次救急施設□二次救急施設□救命救急センター□他□不明   

転送理由 ： □処置不能 □満床 □専門医不在 □症状悪化 □他 □不明   

転送元病院収容日時 ： 20   年   月   日   時   分 □推測 □不明  

転送元病院出発日時 ： 20   年   月   日   時   分 □推測 □不明   

経由病院数      

受傷から当施設搬入までの時間 ：     時間    分(自動計算)  

来院時情報  

収縮期血圧          mmHg  *心拍あるも血圧測定不能時は「40」、脈拍触れずは「0」  

拡張期血圧          mmHg  *触診のときは入力せず 

呼吸数 ：       ／分  □不明    心拍数 ：       ／分  □不明 

体温 ：        ℃ □不明        体温測定部位     □腋窩□直腸□鼓膜□他□不明   

来院時 JCS ：         □不明    来院時 GCS ： E    □不明  V    □不明  M    □不明 

受傷前飲酒 ： □あり □なし □不明    血中アルコール濃度        

既往症 

□既往疾患なし  

循環器疾患 ： □虚血性心疾患□心不全□高血圧□その他 

呼吸器疾患 ： □気管支喘息□COPD□その他慢性肺疾患  

消化器疾患 ： □肝硬変□慢性肝炎□消化性潰瘍□炎症性腸疾患□その他 

代謝性疾患 ： □糖尿病□高度肥満□その他  

中枢性・精神疾患 ： □脳血管障害(片麻痺等）□精神疾患 □痴呆 □精神発達遅滞 □その他  

免疫不全、癌など ： □HIV・AIDS □悪性腫瘍治療中 □血液疾患治療中 □ステロイド療法中 

□免疫抑制剤療法中 □血液凝固抑制剤療法中  □血液透析中 □慢性腎不全 □妊娠中 □その他  

検査関連情報  

医師診察開始時間 ：20   年   月   日     時   分 □推測  □不明 

腹部超音波(出血診断) ： □陽性 □陰性 □施行せず □不明   

CTスキャン検査 ： □施行せず □頭部 □頚部 □胸部 □腹部 □骨盤 □脊椎 □他 □不明  

CT実施時間 ：  20   年   月   日     時   分 □推測  □不明   

緊急血管造影 ： □施行せず □頭部 □頚部 □胸部 □腹部 □骨盤 □脊椎 □他 □不明  

血管造影開始時間 ： 20     年    月    日    時    分  □推測  □不明  

輸血 

初期 24時間以内輸血 ：□あり □なし □不明    初期 24時間輸血総量 ：      単位  

輸血開始日時 ：  20     年    月    日     時    分 □推測  □不明  

初回手術 ： □手術なし 

□開頭 □穿頭 □開胸 □開腹 □骨折手術 □血行再建 □TAE □鏡視下手術 □肢再接着 □止血 

□その他 □不明 

初回手術開始日時 ：20     年     月     日     時     分 □推測 □不明 
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48時間以内の再手術 ： □手術なし  

□開頭 □穿頭 □開胸 □開腹 □骨折手術 □血行再建 □TAE □鏡視下手術 □肢再接着 □止血 

□その他 □不明    

救命救急処置 

呼吸 ： □経口的気管内挿管 □経鼻的挿管 □輪状甲状靭帯穿刺または切開 □補助呼吸・人工呼吸  

循環 ： □閉胸心マッサージ  □開胸心マッサージ  □胸大動脈遮断 □経皮的大動脈遮断バルーン 

□胸腔穿刺 □胸腔ドレナージ □心嚢穿刺  □心膜開窓術  □ショックパンツ装着 

□ターニケット装着  □救急室穿頭 □TAE □中心静脈ルート確保  □緊急輸血（24時間以内）
□昇圧剤・カテコラミン投与  

整形外科 ： □頚椎牽引（観血的）  □骨折の牽引  □骨折の創外固定 □その他  

手術内容 

頭部  □頭蓋内血腫除去 □外減圧 □内減圧 □硬膜形成術 □頭蓋骨形成術 □脳室ドレナージ 

□ＶＰシャント □止血 □TAE  □その他  

顔部 □骨折の観血的整復固定 □視束管開放術 □眼窩形成術 □顎間固定 □歯牙形成等 □止血 

□TAE□その他  

頚部 □止血処置 □血管縫合・吻合人工血管置換など □喉頭縫合 □喉頭形成 □気管縫合 

□気管形成 □その他  

胸部 □肺縫合 □肺部分切除 □肺葉切除 □肺門遮断 □心筋縫合 □心膜縫合 □血管縫合 

□血管吻合 □血管形成 □人工血管置換  □気管（支）縫合  □気管（支）形成 

□肋骨固定術 □横隔膜縫合 □胸壁、胸郭の止血 □胸腔鏡下手術  □試験開胸 

□止血など □その他  

腹部 □肝縫合 □肝部分切除 □肝葉切除 □脾縫合 □脾部分切除 □脾摘出 □腎縫合 

□腎部分切除 □腎摘出 □膵縫合 □膵部分切除 □膵管形成 □膵頭十二指腸切除 

□Damage control Surgery □胃縫合、切除 □十二指腸縫合、吻合、漿膜パッチ 

□小腸縫合、切除、吻合 □大腸縫合、切除、吻合 □人工肛門造設（腸瘻造設） 

□胆嚢摘出術 □膀胱縫合 膀胱瘻造設  □尿管再建   

□腹壁形成術（サイロ閉鎖含む）□腹部血管縫合、吻合  □腹腔鏡下手術  □試験開腹  

□TAE（腹部血管）  □止血などその他  

整形外科 □筋・腱・神経縫合  □血管縫合、血行再建  □肢再接着 □骨折の観血的整復固定術  

 □脊椎の観血的固定術  □骨盤の観血的整復固定 □筋膜切開術  □その他  

皮膚 □植皮術  □減張切開  □その他  

手術適応 

頭部：□頭蓋内圧亢進に対する手術  □開放性脳損傷に対する手術  □陥没骨折に対する手術  

      □水頭症に対する手術  □その他の目的による開頭手術  

顔面：□出血に対する手術  □形成目的の手術  □咬合のための手術 

□視機能回復のための手術  □その他  

頚部：□出血に対する手術  □気道確保のための手術  □血行再建のための手術 □その他  

胸部：□胸腔内出血に対する手術  □縦隔血腫に対する手術  □気道出血に対する手術  

□大量エアリークに対する手術  □開放性胸郭損傷に対する手術  □flail chest に対する手
術  □横隔膜破裂に対する手術  □その他の目的による開胸手術  
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腹部：□腹腔内出血に対する手術  □腹膜炎に対する手術  □後腹膜血腫に対する手術  

 □溢尿に対する手術  □腹壁開放性損傷に対する手術  □ACSに対する開腹手術  

 □その他の目的による開腹手術  □腹部臓器損傷に対する TAE  

四肢：□整復固定を目的とした処置・手術  □出血に対する処置・手術  □血行改善、血行再建を目
的とした手術  □切断肢・断端形成を目的とした手術  □その他の手術  

骨盤：□整復固定を目的とした処置・手術  □出血に対する処置・手術    

脊椎：□整復固定を目的とした処置・手術  □脊椎管の減圧を目的とした手術  □その他の目的によ
る手術  

皮膚：□皮膚欠損に対する手術  □挫滅組織切除のための手術    

 

診断名（AISコード） 

注；実際の入力画面ではコードは自動入力、ＩＳＳは自動計算 

診断名                   ＡＩＳコード            ＡＩＳ        

                                        体表         

                                        頭頚部        

                                        顔面         

                                        胸部         

                                        腹部         

                                        四肢         

                                        ＩＳＳ        

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

TCDB分類（頭部のみ提示）；  

□SDH □EDH □ICH □DBI (1) □DBI (2) □DBI (3) □DBI (4) □MIX □NonEvacu 

□該当せず □他 □不明  

合併症  

中枢神経系：□尿崩症 □水頭症 □脂肪塞栓症 □髄液瘻 □髄膜炎 □高次脳機能障害 

□精神障害（PTSDなど）□その他  

循環器系：□急性心筋梗塞 □重症不整脈 □遷延性ショック □心停止 □急性腎不全 
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□腹部コンパートメント症候群（ACS） □その他  

呼吸器系：□肺水腫 □無気肺 □肺炎（誤嚥性肺炎含む） □肺塞栓 □膿胸 □ARDS  

□急性呼吸不全 □その他  

消化器系：□ストレス潰瘍、□消化管出血 □イレウス □膵炎 □胆嚢炎 □高ビリルビン血症 

□肝不全 □その他  

骨格系：□コンパートメント症候群 □骨髄炎 □再骨折 □偽関節 □その他  

凝固系：□DIC、□血液凝固障害□ 血小板減少（5万未満）□その他  

感染症ほか：□菌血症、□カテーテル感染 □敗血症・多臓器不全 □腹腔内膿瘍 □尿路感染症 

□感染性腸炎 □創感染 □創離開□褥瘡□低体温（35℃未満） □薬剤アレルギー 

□その他  

 

入院退院情報 

入院日 ： 20     年     月     日     時     分 □推測  □不明  

初期治療後入院：□救急センター（ICU） □一般病棟入院□ 救急室または手術室にて死亡 

□他 □不明   

入院後診療科    □救急科（救急専従医）□外科 □脳外科 □整形外科 □形成外科 □他 □不明   

人工呼吸管理日数     日 ICU在室日数   日  

救急部退出/転科日:20     年     月    日     時    分  □推測 □不明 

救急部管理日数     日 (自動計算)  

退院日:20     年    月    日    時    分  □推測 □不明 

退院後転出先：□自宅□他医療機関□死亡□他□不明   

死亡時刻:20   年   月   日   時   分□推測□不明  

剖検：□司法解剖 行政解剖 病理解剖 他 不明   

  

機能的自立度評価法 (FIM) (合計点数自動計算)  

７点；完全自立  

６点；装具使用で自立（時間がかかる、装具や自助具が必要、投薬している、安全性の配慮が必要） 

５点；見守りが必要 （監視、準備、指示、促しが必要、認知項目では９０％より多く自分で行う。） 

４点；最小限の介助でよい （７５％以上自分で行う） 

３点；中等度の介助を要する （５０％以上、７５％未満自分で行う） 

２点；最大限の介助が必要 （２５％以上、５０％未満自分で行う） 

１点；全面介助が必要 （２５％未満しか自分で行わない） 

不明   

･セルフケア ： 食事  点 、身づくろい  点 、上着を着る  点 、下着ズボンをはく  点 

トイレ（排泄）  点 

･排泄コントロール ： 排尿コントロール  点  排便コントロール  点  

･移乗 ： ベッド、イス、車いす  点   トイレ  点   浴槽、シャワー  点 

･移動 ：歩行または車いす  点   階段昇降  点 

･コミュニケーション ： 理解力  点   表現力  点     

･社会的認知 ：相互作用（社会的交流）  点   問題解決  点    記憶  点      
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